
 現場からのニーズ提案（令和７年度現在） 
No１～4は要望件数多 

No 活用技術 区 内 容 

１ 自動運転 水田 ロボット田植機等を活用し、水田の溝切作業を自動化 

・水稲中干し時の溝切 

・園芸の排水対策として、降雨後湛水時に畝間を溝切（小明渠施行） 

２ センシング 水稲 動力散布器による肥料・農薬の散布の際、目標とする散布重量を把握

しにくいため、動力散布機内に計量機能を付与し、散布ホースの持ち

手当たりで残量○㎏、○％と表示する機能 

３ センシング 全般 スマートフォンによる水稲葉色診断 

→県内全域で複数年デモ実証を実施。目標値である実測 SPAD 値±

１の精度までは達していない。 

４ センシング 

ドローン 

全般 センサーとドローンによる鳥獣自動追い払いシステム（水稲直は後

の鳥害、レンコンの冬期・夜間のカモ害、畜舎、猿害等） 

→現場実証を行うも、技術確立までは至っていない 

５ 自動運転 水田 除草剤散布用ホバークラフトの自動走行 

 

６ センシング 水稲 水稲育苗の自動かん水・環境制御システム 

・育苗箱の表土の色から土壌水分を判断し、自動かん水 等 

７ センシング 水稲 既存の収量測定コンバインによる推定収量は水分量による誤差が大

きいため、グレンコンテナから乾燥機の張込口の間に設置し、モミの

体積を測定する装置の開発を希望 

８ センシング 園芸 柿の収穫時、スマートグラスで果皮の色から収穫適期を判別できる

プログラム（夕日により着色の見え方が異なることが課題） 

９ センシング 園芸 スマートグラス等を活用し、切り花（ひまわり）のつぼみ径を測定す

ることで選別作業を簡便化 

10 センシング 全般 ほ場入口の勾配がきついほ場があるが、その危険性は勘に頼ってい

るため、農業機械の傾きを検知しアラーム等でお知らせ 

11 IoT 全般 農業機械の運転席の後方は死角となるため、スマホとワイヤレス簡

易カメラと連動させ、バックカメラやサイドカメラとして利用 

12 ドローン 果樹 果樹の棚下を飛行し、上面に農薬等を散布するドローン又はアタッ

チメントの開発 

13 ドローン 園芸 超小型ドローン・カメラによるハウス内植物のモニタリング 

 

14 ドローン 畜産 ドローン等による畜舎の壁面や天井の埃やクモの巣の清掃 

 

15 ロボット 園芸 すいかの玉ひろいロボット（つるから切り離した果実を認識し、ピッ

クアップしてコンテナに収容） 

16 その他 水田 畦畔への除草剤散布について、背負い動噴を背負わず、一輪車に搭載

し牽引しながら除草剤を散布（試作済、商品化企業の募集） 

 

ご不明点等ありましたら、下記担当へお問い合わせください。 

 

担当：新潟県農林水産部農業総務課政策室 

TEL：025-280-5288 

Email：ngt060010@pref.niigata.lg.jp 


